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「
茶
人
古
田
織
部
の
死
生
観
に
つ
い
て
」 

愛
媛
大
学 

横
井
蒼
大 

本
報
告
は
千
利
休
没
後
、
天
下
一
の
茶
頭
と
し
て
茶
の
湯
界
に
君
臨
し

た
茶
人
古
田
織
部
の
死
生
観
に
つ
い
て
、
特
に
禅
宗
と
の
関
連
を
軸
に
考

察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

織
部
は
大
坂
夏
の
陣
の
後
、
豊
臣
家
に
内
通
し
た
嫌
疑
に
よ
り
、
嫡
子

と
共
に
切
腹
を
命
じ
ら
れ
、
家
財
は
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
為
、
織
部
に
関

し
て
不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
そ
の
様
な
状
況
下
で
戦
前
か
ら
少
し
ず
つ
研

究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
桑
田
忠
親
氏
に
よ
っ
て
織
部
の
基
礎
的
研
究
が

ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
久
野
治
氏
に
よ
っ
て
織
部
の
生
誕
地
の
特
定
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
丸
山
幸
太
郎
氏
に
よ
っ
て
織
部
の
官
職
名
や
信
長
、
秀

吉
、
家
康
期
に
お
け
る
織
部
の
領
地
・
支
配
地
に
つ
い
て
の
研
究
が
さ
れ

て
い
る
。 

本
報
告
で
は
、
第
一
章
で
村
田
珠
光
に
始
ま
る
茶
の
湯
宗
匠
と
禅
の
関

り
を
、
特
に
大
徳
寺
と
の
繋
が
り
を
軸
に
考
察
し
た
。
ま
た
茶
人
と
茶
道

具
に
も
禅
の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
、
利
休
は
侘
び
茶
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
織
部
が
利
休
の
茶
を
革
新
し
、
織
部
独
自
の
美
意
識
と
禅
要
素

を
融
合
さ
せ
た
茶
の
湯
に
し
て
い
く
。 

第
二
章
で
は
、
織
部
の
茶
の
湯
界
と
徳
川
政
権
下
に
お
け
る
立
場
を
考

察
し
た
。
織
部
の
茶
人
と
し
て
の
名
声
は
頂
点
に
達
し
、
将
軍
家
茶
頭
と

し
て
活
躍
す
る
他
、
島
津
義
弘
や
伊
達
政
宗
、
近
衞
信
尹
ら
と
交
流
し
各

地
の
焼
物
に
も
影
響
を
与
え
る
等
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
的
活
動
も
行
っ
て
い
た
。

ま
た
将
軍
家
茶
頭
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
豊
臣
家
に
近
い

関
係
が
家
康
を
大
い
に
悩
ま
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
豊
臣
政
権
下
に

お
け
る
利
休
の
権
威
は
諸
大
名
を
凌
ぐ
も
の
が
あ
り
、
政
治
に
も
大
き
な

影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
こ
の
事
か
ら
も
、
家
康
は
茶
人
が
再
び
力
を

付
け
る
事
を
危
惧
し
て
お
り
、
織
部
を
危
険
視
す
る
。
第
三
章
で
は
、
織

部
切
腹
の
原
因
は
大
坂
方
や
有
力
外
様
大
名
、
近
衞
家
と
い
っ
た
有
力
者

と
交
流
し
て
い
た
織
部
の
動
き
を
危
惧
し
た
家
康
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
と
結
論
付
け
た
。
さ
ら
に
、
切
腹
受
容
の
理
由
に
は
禅
の

思
想
が
関
係
す
る
と
考
察
し
た
。『
古
田
織
部
茶
書
』
内
に
「
元
来
、
無
一

物
の
道
理
よ
り
万
法
出
生
し
候
」
と
あ
り
禅
の
思
想
を
理
解
し
、
ま
た
師

の
利
休
の
死
に
様
を
模
倣
し
た
と
考
え
る
。
即
ち
そ
の
思
想
は
「
本
来
無

一
物
」
で
あ
り
、
全
て
の
事
象
は
「
空
」
で
あ
っ
て
自
ら
の
生
死
さ
え
も

執
着
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
茶
の
湯
と
禅
は
不
可
分
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
茶
人
か

つ
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
織
部
像
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
切
腹
受
容

に
は
禅
の
思
想
が
関
係
し
て
お
り
、
原
因
に
は
豊
臣
家
と
の
関
係
を
危
険

視
し
た
家
康
に
排
除
さ
れ
た
事
に
よ
る
と
し
た
。 
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は
じ
め
に 

第
一
章 

茶
の
湯
と
禅 

第
一
節 

茶
人
と
禅 

 

第
二
節 

茶
道
具
と
禅 

第
二
章 

古
田
織
部
の
立
ち
位
置 

 

第
一
節 

茶
の
湯
界
に
お
け
る
立
ち
位
置 

 

第
二
節 

徳
川
政
権
下
に
お
け
る
立
ち
位
置 

第
三
章 

古
田
織
部
の
切
腹 

お
わ
り
に 

 

第
一
章 

茶
の
湯
と
禅 

 

茶
の
湯
と
禅
は
「
茶
禅
一
味
」
の
精
神
に
よ
り
一
体
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

村
田
珠
光
を
は
じ
め
と
す
る
茶
の
湯
宗
匠
た
ち
も
大
徳
寺
な
ど
を
通
じ
て
禅
と
深
い
関

わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
章
で
は
茶
人
と
茶
道
具
と
禅
の
関
わ
り
を
論
じ
る
。 

 
 

 
 

 

第
一
節 

茶
人
と
禅 

【
史
料
一
】『
山
上
宗
二
記
』『『
山
上
宗
二
記
』
と
茶
人
宗
二
』
所
収
⑴ 

 

一
、
茶
湯
ハ
禅
宗
ヨ
リ
出
タ
ル
ニ
依
テ
僧
行
ヲ
専
ニ
ス
、
珠
光
紹
鴎
悉
禅
宗
也 

 

【
史
料
二
】「
古
渓
宗
陳
道
號
頌
」『
大
日
本
史
料 

第
十
一
編
之
二
十
一
』
所
収
⑵ 

 

泉
南
之
抛
筌
齋
宗
易 

迺
予
三
十
年
飽
參
之
徒
也 

禪
餘
以
茶
事
爲
務 

 
 

頃
辱
特
降
綸
命 

 
 

賜
利
休
居
士
之
號 

 
 

聞
斯
盛
擧
不
堪
歡
抃 

 
 

贅
一
偈
以
抒
賀
忱
云 

 
 

龐
老
禪
通
老
作
家 

 
 

心
空
及
第
等
閑
看 

 
 

風
露
新
香
隱
逸
花 

 
 

 
 

乙
酉
菊
月 

日 
 

 
 

古
溪
叟 

 

【
史
料
三
】「
龍
寶
山
大
德
寺
誌
」『
大
日
本
史
料 

第
十
二
編
之
二
十
一
』
所
収
⑶ 

 

乾
寶
山
外
志 

金
湯
、
古
田
織
部
助
重
能
、(

割
注)

「
或
作
重
勝
」、
利
休
没
後
、
茶

家
推
古
田
而
爲
宗
匠
、
嘗
參
春
屋
國
師
、
稱
俗
弟
子
、
國
師
授
與
法
稱
、
全
甫
宗
屋

居
士
、
自
扁
所
居
、
曰
卯
斎
、
元
和
元
年
六
月
十
一
日
、
七
十
二
卒
、 

 

第
二
節 

茶
道
具
と
禅 

 
 【

史
料
四
】[

古
市
播
磨
法
師
宛
村
田
珠
光
書
状]

『
特
別
展 

茶
の
湯
』
所
収
⑷ 

 
 

 

古
市
播
磨
法
師
、
珠
光
、
此
道
、
第
一
わ
ろ
き
事
ハ
、
心
の
が
ま
む
が
し
や
う
也
、

こ
ふ
者
を
ば
そ
ね
ミ
、
初
心
の
者
を
バ
見
く
た
す
事
、
一
段
無
勿
躰
事
共
也
、
こ
ふ

し
や
に
ハ
ち
か
づ
き
て
一
言
を
も
な
げ
き
、
又
、
初
心
の
物
を
ば
い
か
に
も
そ
だ
つ

べ
き
事
也
、
此
道
の
一
大
事
ハ
和
漢
之
さ
か
い
を
ま
き
ら
か
す
事
肝
要

〱
、
よ
う
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し
ん
あ
る
へ
き
事
也
、
又
、
当
時
ひ
ゑ
か
る
ゝ
と
申
し
て
、
初
心
の
人
躰
か
ひ
せ
ん

物
し
か
ら
き
物
な
と
を
も
ち
て
、
人
も
ゆ
る
さ
ぬ
た
け
く
ら
む
事
、
言
語
道
断
也
か

る
ゝ
と
云
事
ハ
、
よ
き
道
具
を
も
ち
、
其
あ
ぢ
わ
ひ
を
よ
く
し
り
て
心
の
下
地
に
よ

り
て
た
け
く
ら
ミ
て
、
後
ま
て
ひ
へ
や
せ
て
こ
そ
面
白
く
あ
る
へ
き
也
、
又
さ
ハ
あ

れ
共
、
一
向
か
な
ハ
ぬ
人
躰
ハ
道
具
に
ハ
か
ら
か
ふ
へ
か
ら
す
候
也
、
い
か
様
の
て

と
り
風
情
に
て
も
な
け
く
所
、
肝
要
ニ
て
候
、
た
ゞ
か
ま
ん
か
し
や
う
か
わ
る
き
事

に
て
候
、
又
ハ
か
ま
ん
な
く
て
も
な
ら
ぬ
道
也
、
銘
道
ニ
い
わ
く
心
の
師
と
ハ
な
れ
、

心
を
師
と
せ
さ
れ
と
古
人
も
い
わ
れ
し
也 

(

読
点
や
傍
線
は
発
表
者
が
外
し
た
。) 

 

【
史
料
五
】『
山
上
宗
二
記
』『
山
上
宗
二
記 
天
正
十
四
年
の
眼
』
所
収
⑸ 

 

(

前
略) 

一
、
漁
夫
、
牧
谿
和
尚
筆
、
豊
後
ニ
ア
リ
、
賛
ハ
虚
堂
、
墨
、
紙
ニ
書
候
、
竪
絵
也
、

一
、
布
袋
絵
、
牧
谿
筆
、
堺
モ
ス
ヤ
宗
安
ニ
在
、
閑
翁
賛
、
一
、
船
子
、
牧
谿
筆
、

堺
天
王
寺
ヤ
宗
及
ニ
ア
リ
、
虚
堂
賛
也
、
右
三
幅
一
対
也
、
一
、
菜
絵
、
牧
谿
自
書

自
賛
、
蜂
屋
出
羽
守
所
持
、
客
來
一
味
、
横
也
、
一
、
大
根
絵
、
是
モ
自
書
自
賛
、

太
子
ヤ
所
ニ
ア
リ
、
一
対
、
息
庵
日
々
ニ
飽
、
賛
ア
リ
、
右
之
外
牧
谿
大
軸
・
小
軸
・

横
絵
少
違
而
八
景
十
六
幅
ア
リ
、
大
軸
ハ
千
貫
、
小
軸
ハ
五
百
貫
ナ
リ
、
古
人
名
物

ト
テ
用
之
、
但
当
世
ハ
如
何
、
惣
別
牧
谿
此
外
軸
数
多
シ
、
名
物
ニ
可
入
、
依
テ
主

ニ
代
物
高
直
ニ
モ
可
取
、
但
侘
ヲ
立
ル
数
寄
者
無
所
望
、
条
々
在
口
伝 

(

後
略) 

 

第
二
章 

古
田
織
部
の
立
ち
位
置 

 

第
二
章
で
は
茶
人
古
田
織
部
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
茶
の
湯
界
と
徳
川
政
権
下
の
面

か
ら
考
察
を
加
え
る
。
利
休
没
後
天
下
の
茶
の
湯
宗
匠
と
し
て
君
臨
す
る
織
部
が
茶
の
湯

界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
ま
た
将
軍
徳
川
秀
忠
の
茶
の
湯
の
師
と
し
て
名

声
は
最
高
点
に
到
達
す
る
も
、
大
坂
冬
の
陣
後
切
腹
を
命
じ
ら
れ
る
に
至
る
過
程
を
辿
り

徳
川
政
権
下
で
は
ど
の
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

第
一
節 

茶
の
湯
界
に
お
け
る
立
ち
位
置 

【
史
料
六
】「
多
聞
院
日
記 

慶
長
四
年
三
月
二
十
二
日
条
」『
多
聞
院
日
記
』
所
収
⑹ 

廿
二
日
、
懃
行
如
前
、
天
氣
能
候
、
行
房
ヨ
ヒ
ニ
来
候
間
遣
酒
ヲ
被
申
候
、
酔
候
て

歸
候
、
伏
見
よ
り
織
部
ト
云
茶
湯
名
人
來
候
、 

 

【
史
料
七
】『
江
岑
夏
書
』『
茶
道
古
典
全
集 

第
十
巻
』
所
収
⑺ 

 

利
休
弟
子
衆
七
人
衆
と
申
候
ハ
、
一
番
、
か
も
ふ
飛
騨
守
殿
、
五
番
、
瀨
田
か
も
ん

殿
、
三
番
、
細
川
越
中
殿
、
三
斎
ノ
事
、
二
番
、
高
山
右
近
、
南
坊
ノ
事
、
六
番
、

牧
村
兵
部
太
夫
殿
、
七
番
、
古
田
織
部
殿
、
四
番
、
芝
山
監
物
殿
、 

此
内
、
織
部
一
茶
之
湯
能
無
候
、
併
後
、
惣
和
尚
ニ
成
被
申
候
、
右
七
人
ハ
ふ
ゑ
ん

世
ニ
勝
申
候 

 

【
史
料
八
】
「
松
井
康
之
宛
古
田
織
部
書
状
」
『
古
田
織
部
の
書
状
』
所
収
⑻ 

 

遠
路
と
申
、
毎
々
御
懇
意
ニ
候
而
、
難
申
謝
存
候
々
々
此
せ
と
ち
や
わ
ん
様
子
お
も

し
ろ
く
候
、
貴
進
入
候
、
是
に
て
御
茶
を
た
て
候
ハ
ゝ
可
為
畏
悦
候
、
い
そ
き
申
入

候
事
候
、
已
上
、
去
卯
月
二
日
之
御
状
、
致
到
来
、
拝
見
申
候
、 

一
、
御
茶
入
ふ
た
、
袋
、
貴
意
ニ
入
候
よ
し
、
珍
重
存
候
、
今
度
御
茶
入
之
事
、
忠

興
公
御
と
い
被
成
候
間
、
思
召
よ
り
ハ
能
可
有
御
座
と
申
上
候
、
弥
御
秘
蔵
尤
存
候
、 

一
、
珍
敷
様
子
之
か
つ
は
壱
幷
二
重
嶋
之
ひ
と
へ
物
三
ツ
、
御
国
之
御
酒
樽
五
ツ
、

過
分
存
候
、
御
樽
迄
さ
へ
給
候
ニ
、
色
々
御
念
之
入
候
、
御
音
信
書
中
に
不
得
申
忝
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存
候
、
一
、
し
ゆ
び
ん
せ
き
之
墨
蹟
様
子
よ
く
御
座
候
と
存
候
、
則
表
具
申
付
候
、

箱
も
惣
而
さ
ゝ
せ
申
、
緒
も
付
候
て
封
を
付
、
御
使
へ
渡
申
候
、
御
茶
入
之
い
へ
之

事
、
覚
甫
被
申
之
由
候
間
、
無
是
非
候
、
一
、
御
茶
入
盆
之
事
、
今
新
敷
を
御
茶
入

に
ハ
い
か
ゝ
候
ハ
ん
哉
、
唐
之
あ
か
き
盆
之
ち
い
さ
き
御
入
候
ハ
ゝ
、
御
取
合
可
被

成
候
、
此
方
に
て
も
相
尋
可
申
候
、
近
候
ハ
ゝ
可
申
承
物
を
と
、
年
寄
候
へ
ハ
一
入

御
床
敷
さ
御
推
量
之
外
ニ
候
、
爰
許
相
替
儀
無
之
候
、
相
応
之
御
用
、
不
置
御
心
可

被
仰
上
せ
候
、
不
可
有
疎
意
候
、
恐
惶
、 

古
織
部 

六
月
三
日 

 
 

 
 

 
重
然(

花
押) 

松
佐
州
様 

貴
報 

 

【
史
料
九
】「
島
津
義
弘
宛
古
田
織
部
書
状
」『
没
後
四
〇
〇
年 

古
田
織
部
展
』
所
収
⑼ 

 
 

猶
以
遠
路
切
々
ノ
御
懇
書
忝
令
存
候
、
此
方
相
応
之
御
用
可
被
仰
下
候
、
不
可
有
疎

意
候
、
江
戸
爰
元
相
替
儀
無
御
座
候
、
も
奉
期
後
音
之
節
候
、
伊
平
佐
迄
申
入
候
、

已
上
、
去
九
月
廿
日
之
尊
書
今
日
致
到
来
、
拝
見
仕
候
、 

一
、
二
ツ
被
成
御
上
せ
被
下
候
、
毎
々
御
懇
情
之
至
不
申
足
候
、 

一
、
宗
箇
罷
下
色
々
御
懇
共
、
於
我
等
忝
存
候
、
然
者
、
宗
ケ
罷
上
候
時
之
焼
物
共
、

散
々
悪
敷
御
座
候
、
委
細
御
報
ニ
申
入
候
、
参
着
候
哉
、
宗
箇
好
申
候
焼
物
散
々
物

ニ
而
御
座
候
、
無
是
非
候
、 

一
、
唯
今
参
着
申
候
肩
衝
乍
二
ツ
な
り
能
御
座
候
、
乍
去
薬
能
も
無
御
座
候
、
薬
ハ

く
ろ
め
な
る
薬
之
多
御
座
候
か
能
御
座
候
、
所
々
白
キ
薬
之
入
候
も
能
御
座
候
、
な

り
ハ
被
成
御
作
せ
候
が
能
御
座
候
、
今
御
上
せ
候
茶
人
ゟ
も
、
少
せ
い
を
高
ク
御
作

せ
候
が
能
御
座
候
、
此
分
ニ
大
サ
モ
能
御
座
候
、
尻
ノ
す
ば
り
候
ハ
ぬ
様
ニ
可
被
仰

付
候
、
口
肩
ハ
能
御
座
候
、
二
ツ
内
薬
ノ
黒 

ヲ
留
申
候
、
今
壱
ツ
為
被
成
御
覧
返

進
申
候
、
恐
惶
謹
言
、 

古
田
織
部 

十
一
月
廿
二
日 

重
然(

花
押) 

惟
新
様 

尊
報 

 

第
二
節 

徳
川
政
権
下
に
お
け
る
織
部
の
立
ち
位
置 

 

【
史
料
十
】
「
台
德
院
殿
御
実
紀 

慶
長
十
五
年
九
月
九
日
条
」
（
出
典:

『
藩
翰
譜
』
）、

(

『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

第3
8

巻 

徳
川
実
紀
第
一
篇
』
所
収
⑽) 

 

(

前
略) 

ま
た
古
田
織
部
正
重
然
は
千
利
休
宗
易
が
貫
首
弟
子
に
て
。
點
茶
の
技
當
時
其
右
に

出
る
者
な
し
。
よ
て
江
戸
に
め
し
て
。
こ
れ
も
そ
の
技
を
う
け
さ
せ
給
ふ
。 

 

第
三
章 

古
田
織
部
の
切
腹 

 

 

元
和
元
年
、
大
坂
冬
の
陣
が
終
結
し
た
後
、
織
部
は
長
子
重
広
と
共
に
、
家
康
よ
り
切

腹
を
命
じ
ら
れ
る
。
罪
状
は
豊
臣
方
へ
の
内
通
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
織
部
は
一
言
も
弁

明
を
す
る
こ
と
な
く
従
容
と
し
て
死
を
受
け
入
れ
た
と
さ
れ
る
。
本
章
で
は
織
部
の
死
生

観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

【
史
料
十
一
】『
慶
長
見
聞
書
』(

『
大
日
本
史
料 

第
十
二
編
之
二
十
一
』
所
収
⑾) 

  

五
月
廿
一
日
、
古
田
織
部
も
切
腹
被
仰
付
、
御
撿
使
ハ
内
藤
右
衛
門
尉
也
、
織
部
ハ
子

息
山
城
江
戸
ニ
詰
さ
せ
、
其
弟
左
近
も
御
奉
公
申
、
將
軍
樣
殊
之
外
被
懸
御
目
候
處
ニ
、

如
玄
と
申
連
歌
師
薩
摩
ゟ
の
ほ
り
、
織
部
所
ニ
罷
有
候
、
是
を
使
ニ
而
、
大
坂
ゟ
嶋
津
方

え
被
仰
下
事
及
兩
度
候
、
又
織
部
孫
ニ
左
助
と
申
者
牢
人
ニ
成
、
大
坂
ニ
致
籠
居
、
今
度
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之
火
付
之
中
ニ
、
織
部
が
茶
道
宗
喜
幷
ニ
如
玄
等
大
將
也
、
ヶ
様
之
儀
重
々
に
而
、
終
ニ

如
此
被
仰
付
、 

 

【
史
料
十
二
】「
豊
臣
秀
頼
側
近
某
書
状 

青
民
少
宛
」『
没
後
四
〇
〇
年 

古
田
織
部
展
』

所
収
⑿ 

 

古
織
殿
唯
今
御
下
由
候
、
大
修
殿
迎
ニ
御
出
候
由
候
、
明
朝
市
正
殿
へ
御
出
ニ
候
、

昼
御
山
里
に
て
御
茶
被
下
新
門
様
へ
も
飛
脚
被
遣
候
、
き
さ
ま
殿
も
御
相
伴
ニ
可
被

召
加
哉
と
の
御
内
証
候
、
内
々
其
御
心
得
可
被
成
候
、
き
る
物
御
も
ち
被
成
候
、
ハ

す
ハ
、
御
か
り
候
て
尤
候
、
恐
惶
、 

霜
月
十
七
日(

花
押) 

重
□ 

青
民
少
殿 

 

宗
□ 

人
々
御
中 

 

【
史
料
十
三
】
「
細
川
忠
興
書
状
写
」『
も
の
の
ふ
と
茶
の
湯 

利
休
か
ら
織
部
・
忠
興
・

康
之
へ
』
所
収
⒀ 

 

(

前
略) 

一
、
古
田
織
部
、
大
坂
へ
内
通
仕
候
儀
立 

御
耳
、
去
十
一
日
、
於
伏
見
主
屋
敷
切
腹
被

む
す
子
小
平
二
事
仰
付
候
、
同
山
城
も
同
事
ニ
切
腹
に
て
候
、
此
外
、
江
戸
御
小
性

ニ
一
人
、
松
平
武
蔵
殿
ニ
一
人
、
北
国
筑
前
所
ニ
一
人
、
織
部
む
す
子
御
入
候
を
、

何
れ
も
御
成
敗
ニ
而
候
、
女
ハ
か
ね
の
有
所
可
存
と
て
、
中
川
内
膳
ニ
預
ケ
を
か
せ

ら
れ
、
御
せ
ん
さ
く
に
て
候
、
山
城
母
者
、
仙
石
平
太
い
も
と
に
て
候
、
平
太
ニ
命

を
た
す
け
被
遣
候
事
、
そ
ふ
へ
久
内
事 

(

後
略) 
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